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 １　総　括

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口

（４年度末）
歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
３年度の人件費率

４年度 3,463人 5,405,971千円 78,021千円 755,383千円 14.0% 14.2%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数

（Ａ）

給　　　与　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

４年度 68人 218,261千円 52,070千円 82,068千円 352,399千円 5,182,338円

（注）１.職員手当には退職手当を含まない。
　　 ２.職員数は、令和４年４月１日現在の人数。

（３）給与改定の状況（※人事委員会の設置がないため、人事委員会の勧告は記載していません）

区分

人事院の勧告

給与改定率民間給与
（Ａ）

公務員給与
（Ｂ）

較差（Ａ-Ｂ）
勧告

（改定率）

５年度 平均1.1

①月例給
（参考）

国の年間
支給月額

平均1.1

区分
人事院の勧告

年間支給月数民間の支給
割合　（Ａ）

公務員の支
給月数（Ｂ）

較差（Ａ-Ｂ）
勧告

（改定月数）

５年度 4.50月

②特別給

（参考）
国の年間
支給月額

4.50月

（４）給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し【　実施　・　未実施　】

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の
　　　 支給割合の見直し等に取り組むとされている。

（給料表の改定実施時期）平成27年４月１日
（内容）　一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均２％引下げ。激変緩和のため、
　　　　当分の間、経過措置（現給保障）を実施。他の給料表についても、国と同様に見直しを実施。

②地域手当の見直し

 地域手当の支給対象地域ではないため、手当の支給なし

 ２　一般行政職給料表の状況（令和５年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

１号給の
給料月額

162,100円 208,000円 240,900円 271,600円 295,400円 323,100円

最高号給の
給料月額

249,400円 305,200円 351,000円 382,000円 394,000円 411,300円

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国べース）

厚沢部町 40.6歳 284,797円 333,249円 308,580円

国 42.4歳 322,487円 404,015円 ―

 ３　職員の平均給与月額・初任給等の状況（令和５年４月１日現在）
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
①一般行政職

区　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国べース）

厚沢部町 47.3歳 １人 310,475円 361,332円 331,975円

国 51.2歳 1,941人 286,942円 329,178円 ―

②技能労務職

（注）１.「平均給料月額」とは、令和５年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均

２.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの

であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされている。また、「平均給与月額(国ベース)」は、国家公務員の平均給与月額には

　　　　時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

③その他の見直し

 管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年４月１日より実施）

ー 厚沢部町職員の給与・定員管理等について ー

（２）職員の初任給の状況

区　　分 厚沢部町 国

一般行政職
大学卒 196,200円 196,200円

高校卒 166,600円 166,600円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 252,400円 322,200円 349,000円 404,700円

高校卒 - - - 343,200円

 ４　一般行政職の級別職員数等の状況（令和５年４月１日現在）

（１）一般行政職の級別職員数等の状況

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 課 長 ３人 5.4%

５級 課長・参事・課長補佐・次長 ６人 10.7%

４級 課長補佐・次長・主幹・係長 ６人 10.7%

３級 係 長・ 主 査・ 主 任 21人 37.5%

２級 主 事 ・ 技 師 19人 33.9%

１級 主 事 ・ 技 師 １人 1.8%

（注）１.厚沢部町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。

　　 ２.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

 ５　職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当（令和４年度支給実績）

厚沢部町

１人当たりの平均支給額　　　 　　　　1,445千円

　　　　　　　　期末手当　　       　　勤勉手当　　

　　　　　　2.40月分（1.35月分）　2.00月分（0.95月分）

（加算措置の状況）

  職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

 ・役職加算　　４％～12％

 ・管理職加算　なし
（注）　(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合。

（２）退職手当

厚沢部町 国

 （支給率）　　　 　 自己都合　      勧奨・定年

 勤続20年　　　　19.6695 月分    24.586875 月分   

 勤続25年　　　　28.0395 月分     33.27075 月分   

 勤続35年　　　　39.7575 月分       47.709 月分   

 最高限度額　　 　47.709 月分       47.709 月分   

 １人当たり平均支給額  　自己都合    定年退職

　　　　　　　　　　     2,222千円   17,580千円

（支給率）　　　 　自己都合　        勧奨・定年

 勤続20年　　　　19.6695 月分    24.586875 月分   

 勤続25年　　　　28.0395 月分     33.27075 月分   

 勤続35年　　　　39.7575 月分       47.709 月分   

 最高限度額　　 　47.709 月分       47.709 月分   

 その他の加算措置

 ・定年前早期退職特例措置（３％～45％加算）
（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度中に退職した全職種に係る職員に支給された平均額。

（３）地域手当

支給実績（令和４年度決算） ０ 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） ０ 千円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

札幌市 ３％ ０人 ３％

（参考）勤勉手当への勤務実績の反映状況 (一般行政職 )

　判定期間中の勤務状況（人事評価、病気休暇、育児休業
等の取得、中途採用等）を反映させ、支給割合を決定して
いる。
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（４）特殊勤務手当

支給実績（４年度決算） 5,446 千円　　　　

支給職員１人当たり平均支給年額（４年度決算） 388,979円　　　　

職員全体に占める手当支給職員の割合（４年度） 13.9 ％　　　　

手当の種類（手当数） ３　　　　

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

臨床検査室勤務職員手当 臨床検査技師及び助手 病理細菌検査 月額5,000円

夜間看護手当 看護師等 深夜に行われる看護等の業務 １回7,300円

救急看護待機手当 看護師等 救急時の非常招集のための待機 １回4,000円

（５）時間外勤務手当

支給実績（４年度決算） 23,830 千円　　

支給職員１人当たり平均支給年額（４年度決算） 350 千円　　

支給実績（３年度決算） 15,868 千円　　

支給職員１人当たり平均支給年額（３年度決算） 227 千円　　

（６）その他の手当

手　当　名 内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（４年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（４年度決算）

扶養手当

配偶者　　　　     　　6,500円
子                    10,000円
父母等             　  6,500円
子（配偶者なし）　　　 10,000円
父母等（配偶者なし）　  6,500円
特定期間の加算     　　5,000円

同じ 11,394 千円  223,412円　　

住居手当
借家等（家賃12,000円を超える場合）
家賃に応じて27,000円を限度に支給
持家　一律5,000円

一部異
国…持家
なし

8,656 千円     151,860円　　

通勤手当

公共交通機関等を利用する場合
55,000円を限度に全額支給
交通用具を使用する場合
通勤距離に応じて31,600円を限度に支給

同じ 4,178 千円 122,882円　　

管理職手当

課長等の職務で役職及び職務の級に応じて
30,100円～62,300円を支給　　　　　　　
病院長等の職務で給料月額の100分の12を超
えない範囲内で支給

異 国…定額 14,612 千円 664,182円　　

単身赴任手当

勤務場所を異にする異動等により転居する場
合に支給
月額23,000円及び移動距離により45,000円を
限度に加算

同じ ― 千円 ― 円　　

管理職員
特別勤務手当

課長等の職務で休日等において緊急を要する
時、または公務上必要な時に勤務した場合
１回につき6,000円を支給

同じ 333 千円 23,786円　　

寒冷地手当

扶養親族のある職員　22,540円
その他の世帯主である職員　12,860円
その他の職員　8,600円
現在、経過措置期間中

同じ 7,504 千円 78,167円　　

宿日直手当
日直手当　医　師 20,000円
　　　　　看護師  7,200円
宿直手当　医　師 20,000円

同じ 9,240 千円 3,080,000円　　

ー 厚沢部町職員の給与・定員管理等について ーー 厚沢部町職員の給与・定員管理等について ー

 ６　特別職の報酬等の状況（令和５年４月１日現在）

区　　　分 給　料　月　額　等

給　　料
町　長
副町長

 760,000 円
 617,000 円

報　　酬
議　長
副議長
議　員

 228,000 円
 194,000 円
 171,000 円

期末手当
町　長
副町長

（令和４年度の支給割合）
4.40月分

議　長
副議長
議　員

（令和４年度の支給割合）
4.40月分

寒冷地手当
町　長
副町長

 一般職の例による

退職手当
町　長
副町長

（算定方式）
給料月額に在職年数によ
る支給率を乗じて得た額

（１期の手当額）
15,583 千円
 7,982 千円

（支給時期）
任期毎に支給

（注）１.退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期 (４年＝ 48 月 ) 勤めた場合における退職手当の見込額。

 ７　職員数の状況

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
令和５年 令和４年

普通会計部門

一般行政
部　　門

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生

２
18
３

８
２
６
14
6

２
18
３

８
２
５
15
７

０
０
０
０
０
０
１
▲１
▲１

新規採用による増
退職による減
退職による減

小　　計 59 60 ▲１

特別行政
部　　門

教　　育
警　　察
消　　防

９ ８ １ 新規採用による増

小　　計 ９ ８ １

小　　　　計 68 68 ０

公営企業等会計部門

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他

23
３

１
６

22
２

１
６

１
１
０
０
０

新規採用による増
新規採用による増

小　　計 33 31 ２

合　　　　計
101

[ 131 ]
99

[ 131 ]
２

[ ０]
（注）１.職員数は一般職に属する職員数。　２.[     ] 内は、条例定数の合計。

（２）年齢別職員構成の状況（令和５年４月１日現在）

区分
20歳
未満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
以上

計

職員
数

１人 １人 ５人 11人 11人 12人 ５人 19人 12人 15人 ７人 ２人 101人

（３）職員数の推移
年度

部門
30年 31年 ２年 ３年 ４年 ５年

過去５年間の

増減数

一般行政 55 57 58 58 60 59 ４

教育 7 7 8 8 8 9 ２

警察

消防

普通会計 62 64 66 66 68 68 ６

公営企業等
会計

32 31 32 34 31 33 １

総合計 94 95 98 100 99 101 ７

（注）１.各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

　　 ２.合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体

　　    の合計職員数

％

 構成比

 ５年前の構成比
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町
内
の

 

交
通
死
亡
事
故
死

　

ゼ
ロ
に
大
き
く
貢
献

　

２
月
６
日

（火）
、
前
町
長
の
渋
田
正
己
さ
ん
（
新
町
）
に
全

国
町
村
会
の
感
謝
状
が
佐
藤
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
感
謝
状
は
４
期
16
年
に
わ
た
り
町
長
を
務
め
、
町
村

自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
町

村
会
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
渋
田
さ
ん
は
「
長
き
に
わ
た

り
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
大

変
嬉
し
く
思
う
。
今
後
も
厚
沢
部
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
に
協
力
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。 町

村
自
治
の

　

振
興
発
展
に

　
　

多
大
な
貢
献

▲佐藤町長と渋田さんで記念撮影

▲重たい杵に苦戦しながらも一生懸命にお餅をつきました！

美
味
し
く
な
る
よ
う

　

力
を
込
め
て

　
　

ぺ
っ
た
ん
こ
！

　

２
月
６
日

（火）
、
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
で
感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
昨
年
の
地
域
に
根
ざ
し
た
交
通
安
全
活
動
を

推
進
し
た
と
し
て
、
厚
沢
部
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
に
江

差
警
察
署
・
斎
藤
敦
署
長
か
ら
「
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部

長
感
謝
状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
青
年
部
と
女
性
部
は
、
交

通
安
全
運
動
期
間
を
通
じ
て
人
と
旗
の
波
作
戦
等
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
交
通
安
全
を
訴
え
る
交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

１
月
26
日

（金）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
「
お
も
ち
つ
き

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

園
児
た
ち
の
餅
つ
き
を
応
援
す
る
た
め
に
駆
け
付
け
ま
し

た
。
先
生
た
ち
の
お
手
本
を
見
た
後
に
各
ク
ラ
ス
順
番
に
餅

つ
き
を
開
始
。
み
ん
な
で
美
味
し
く
な
る
よ
う
に
「
ぺ
っ
た

ん
こ
！
ぺ
っ
た
ん
こ
！
」
と
言
い
な
が
ら
一
生
懸
命
に
お
餅

を
つ
き
ま
し
た
。
付
き
た
て
の
お
餅
を
あ
ん
こ
や
き
な
粉
な

ど
好
き
な
味
付
け
で
「
お
い
し
い
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
夢

中
で
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ピッカピカの新１年生を紹介します！
【
厚
沢
部
小
学
校
】
15
名

遠　

藤　
　

航こ
う　

　
（
遠
藤
　
友
美
）

小　

沢　

侶ろ

い
あ
維　
（
小
沢
　
　
迅
）

桂　

川　
　

紗す
ず　

　
（
桂
川
　
純
幸
）

木　

村　

明あ

す

な

日
奈　
（
木
村
亜
樹
子
）

佐　

藤　
　

愛い
と　

　
（
佐
藤
　
和
人
）

中　

村　

優ゆ

い
あ
愛　
（
中
村
　
直
樹
）

並　

川　

千ち

さ

と

あ
聖　
（
並
川
　
光
生
）

西　

山　

大は

る

と

あ
翔　
（
西
山
　
訓
央
）

前　

田　

宗そ

う

き

あ
樹　
（
前
田
　
秀
幸
）

三　

浦　
　

渉
わ
た
る　

　
（
三
浦
　
　
忍
）

村　

松　

律り

つ

と

あ
人　
（
村
松
　
翔
平
）

山　

本　

陸り

く

と

あ
翔　
（
山
本
　
　
要
）

唯　
　
　

冴さ

つ

き

あ
月　
（
唯
　
　
大
介
）

吉　

川　

真ま

お
あ
央　
（
吉
川
　
聖
子
）

吉　

澤　

紬つ

む

ぎ

あ
希　
（
吉
澤
　
拓
也
）

【
館
小
学
校
】
２
名

中　

村　

弘こ

う

せ

い

あ
征　
（
中
村
　
優
里
）

藤　

島　
　

澪み
お　

　
（
藤
島
　
大
輔
）

 ※１ 氏名は児童（保護者）の五十音順。 敬称は省略しました。

 ※２ 個人情報保護条例に基づき、掲載の同意を得られなかった

　　　児童（保護者）の氏名は掲載していません。

来
年
度
の
当
町
の
新
入
学
児
童
は
、
２
校
17
名
で
す
。

こ
こ
で
は
町
内
の
各
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生

を
紹
介
し
ま
す
。（
鶉
小
学
校
は
新
入
学
児
童
０
名
）

（
２
月
26
日
現
在
）

 ●お問い合わせ先　保健福祉課健康増進係　☎６４－３３１９

新型コロナワクチン予防接種に関するお知らせ
～今年度最後のご案内です～

　町では、町民の皆様の新型コロナワクチン接種に向けて、

国の示す接種順位に従って、ワクチン接種ができるよう準備

を進めております。

　今年度は以下の接種日をもって最終になりますので、接種

をご希望の方はお申込みください。※公費負担による接種に

ついては３月の接種で終了となります。

　６年度以降の予防接種については４月以降にお知らせいた

しますのでご確認ください。

対　象 接種予定日 ご予約開始 申込方法

①２月の接種を受け

　ていない５～49歳

　以下の方

３月２２日（金） ３月１日（金）
インターネット

予約
②昨年11・12月の接

　種を受けていない

　50歳以上の方

【新型コロナワクチン接種スケジュール】

※予診票やインターネットお申込み方法については送付済みですので、紛失された方は下記まで

　ご連絡ください。

※インターネット予約が難しい方は下記までご連絡ください。

▲左から斎藤署長、髙田一弥商工会長、加向喜行青年部長、
　山田幸子女性部長、佐藤町長、合浦副町長
　感謝状を受け取った加向部長は「今後も関係機関と連携し、交通安全
　活動を積極的に推進していきたい」と述べました。

入学おめでとう！
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町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
最
終
回
・
厚
沢
部
（
あ
っ
さ
ぶ
）
～

●
桜
鳥
っ
て
ど
ん
な
鳥
？

　

「
あ
っ
さ
ぶ
」
の
語
源
は
、
「
ハ

チ
ャ
ム
・
ベ
ツ
＝
桜
鳥
・
川
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
「
あ

っ
さ
ぶ
＝
桜
鳥
」
説
を
唱
え
た
の

は
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
る
永
田

方
正
と
い
う
人
物
で
す
。
永
田
は

著
者
『
蝦
夷
語
地
名
解
』
で
「
厚

沢
部　

桜
鳥
・
川
の
意
な
り
」
と

あ
っ
さ
り
記
述
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
「
桜
鳥
」
な
る
鳥
が
ど
ん
な

鳥
な
の
か
、
実
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
ム
ク
ド
リ
を
「
桜
鳥
」
と

呼
称
す
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
果
た
し
て
永
田
が
ム
ク
ド
リ

を
意
図
し
て
桜
鳥
と
記
載
し
た
の

か
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

●
桜
鳥
＝
ベ
ニ
ヒ
ワ
？

　

実
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
ロ
シ

ア
語
・
ア
イ
ヌ
語
通
訳
の
上
原
熊

次
郎
は
、「
厚
沢
部
は
蝦
夷
語
で
ハ

チ
ャ
ム
と
い
い
、
す
な
わ
ち
紅
粉

ヒ
ワ
と
い
う
小
鳥
に
似
た
鳥
の
こ

と
で
、
厚
沢
部
川
に
た
く
さ
ん
生

歴史上初めて登場し
た厚沢部。田沢村や
毛内村と並んで「あ
っさふ村」が確認で
きます。

息
し
て
い
る
た
め
に
こ
の
名
が
つ

い
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

上
原
も
永
田
も
共
通
し
て
い
る

の
は
語
源
を
小
鳥
に
求
め
て
い
る

こ
と
で
す
。

●
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
説

　

も
う
一
つ
「
あ
っ
さ
ぶ
」
の
語

源
と
し
て
有
力
な
の
は
「
オ
ヒ
ョ

ウ
ニ
レ
＝
ア
ツ
」
に
由
来
す
る
と

い
う
説
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ヌ

語
学
者
の
更
科
源
蔵
に
よ
っ
て
唱

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
科
は
「
ハ

チ
ャ
ム
説
」
を
「
信
じ
が
た
い
」

と
述
べ
、
素
直
に
「
ア
ッ
・
サ
・

プ（
オ
ヒ
ョ
ウ
川
・
乾
す
・
川
）」

な
ど
と
解
釈
す
べ
き
と
述
べ
て
い

ま
す
。

●
寛
文
10
年（
１
６
７
０
年
）の
あ
っ
さ
ぶ

　

あ
っ
さ
ぶ
の
名
前
が
初
め
て
歴

史
に
姿
を
表
す
の
は
１
６
７
０
年

の
津
軽
藩
の
記
録
で
す
。「
あ
つ
さ

ふ
村　

川
有　

し
や
も
狄　

と
も

に　

入
り
交
り
」
と
あ
り
ま
す
。

「
し
や
も
」
は
和
人
、「
狄
」
は
ア

イ
ヌ
で
す
か
ら
、
当
時
の
厚
沢
部

は
ア
イ
ヌ
と
和
人
が
混
住
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
「
あ
つ
さ
ふ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

中
世
以
前
に
は「
ふ
」
の
音
は
英
語

の
「
Ｆ
」に
近
い
発
音
で
す
。
「
ハ

チ
ャ
ム
」
よ
り
も
更
科
説
の
「
ア

ッ
・
サ
・
プ
」に
近
い
発
音
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
断
定
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
文
献
史
料
か
ら
は
、

更
科
説
の
方
が
説
得
力
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

●
旧
地
名
に
は
な
い
あ
つ
さ
ふ

　

と
こ
ろ
で
、
厚
沢
部
町
内
の
旧

地
名
に
は
「
あ
つ
さ
ふ
」
の
語
源

と
考
え
ら
れ
る
地
名
は
あ
り
ま
せ

ん
。
通
常
地
名
は
、
川
の
名
前
の

よ
う
に
比
較
的
狭
い
範
囲
に
名
付

け
ら
れ
ま
す
。
厚
沢
部
町
の
よ
う

な
広
い
範
囲
を
指
す
地
名
で
も
、

元
の
地
名
は
特
定
の
狭
い
地
域
を

指
す
も
の
で
す
。

　

昭
和
35
年
の
字
名
地
番
改
正
調

書
に
は
２
７
３
件
の
旧
地
名
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
な
か

に「
あ
っ
さ
ぶ
」の
語
源
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

町
名
厚
沢
部
の
語
源
に
は
、
ま
だ

ま
だ
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

 ★お問い合わせ先　保健福祉課福祉係　☎６４-３３１９

住民税均等割のみ課税世帯及び低所得者子育て世帯に対する重点支援金について

　物価・賃金・生活総合対策として、エネルギー、食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への
影響が大きい低所得世帯（令和５年度住民税均等割のみ課税世帯）に対して追加で給付金を支給します。
　また、上記住民税均等割のみ課税世帯と先に実施した令和５年度住民税非課税世帯に対する重点支援給付金

（７万円）の受給世帯のうち、18歳以下のお子さんを扶養されている世帯には、お子さん１人につき５万円を追
加支給します。

【支給額】
①　→　１世帯当たり10万円

②　→　お子さん一人当たり５万円

【支給手続き】
①の対象の方

　２月中に町から給付内容や確認事項が記載された「確認書」が郵送されていますので、記載事項をご確認い
ただき、同封の返信用封筒により返送するか、直接保健センター内の福祉係へ提出して下さい。

②の対象の方

　２月中に町から「支給申請書」が郵送されていますので、必要事項を記入のうえ、同封の返信用封筒により
返送するか、直接保健センター内の福祉係へ提出して下さい。

※提出期限：令和６年３月２９日（当日消印有効）
※世帯の中に未申告者がいる場合又は令和５年１月１日に当町に住所がない方については令和５年度分の税情
　報がないため確認書及び申請書発送の対象とはなっていません。そのため別途申請が必要になりますので福
　祉係までお問い合せください。

【支給対象者】
①基準日(令和５年12月１日)において厚沢部町に住民登録があり、かつ世帯全員の令和５年度住民税が均
　等割のみ課税である世帯及び住民税均等割のみ課税者と住民税非課税者で構成されている世帯主の方。

②令和５年度住民税非課税世帯に対する重点支援給付金（７万円）及び①の支給対象者のうち18歳以下のお子
　さんを扶養されている世帯の世帯主の方。
※18歳に達する日以降最初の３月31日までの児童を含む世帯。

（基準日時点で世帯主と同一世帯である平成17年４月２日生まれ以降の児童）

 ●お問い合わせ先
　 檜山振興局保健環境部環境生活課自然環境係

自然観察会の開催のお知らせ
　檜山振興局では環境教育の一環として、自然観
察会（野鳥観察会）を次の日程で実施します。
■日時：令和６年３月24日（日）９：00～正午
■集合場所
　江差町字鴎島・海水浴場手前駐車場
■観察場所：江差町鴎島、厚沢部川河口
　　　　　　上ノ国町天の川河口、他
■内容　　
　各野鳥観察ポイントで、渡り前の冬鳥と、南方
から渡ってくる鳥の両方を見れるかも！
■申込先　　
〒043-8588  檜山郡江差町字陣屋町336－３
檜山振興局保健環境部環境生活課自然環境係
電話（0139）52－6494
■申込方法：電話及び来庁による。
　　　　　　令和６年３月12日（火）締切。
　なお、応募者多数の場合は先着順とします。
■参加料： 無料

 ●お問い合わせ先
　 住民税務課課税収納係　☎ 0139-64-3313

従業員を雇用する事業者の方々へ

「道町民税の納税は特別徴収を利用しましょう！」

　地方税法や条例により、給与を支払う事業者は、

原則として全て特別徴収義務者として道町民税を

特別徴収していただくこととなっています。

　特別徴収は、所得税の源泉徴収と同様に、事業

者の方々が、道町民税を従業員の方の給与から毎

月天引きし、町へ納税する方法です。

　事業者の方には新たな事務負担が発生します

が、従業員の方にとっては、

納め忘れがない、年税額を12

回に分けて納税することとな

るため負担が少なくなるなど、

非常にメリットの多い納税方

法です。

　手続きはお問い合わせ先担

当までご連絡ください。
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心豊かに学び、厚沢部町の未来を拓く人を育む

３
月
の
主
な
学
校
行
事

５
日

（火）
公
立
高
校
入
試

６
日

（水）
公
立
高
校
面
接

13
日

（水）
公
立
高
校
追
検
査

15
日

（金）
厚
中
卒
業
式

18
日

（月）
公
立
高
校
合
格
発
表

19
日

（火）
各
小
学
校
卒
業
式

26
日

（火）
修
了
式

27
日

（水）
年
度
末
休
業
（
～
31
日)

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ６. ３ No.04

　

鶉
小
と
館
小
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
交
流
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
月
下
旬
に
は
館
小
学
校
の

低
学
年
が
鶉
小
学
校
を
訪
問
し
、

生
活
科
交
流
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

新
小
学
１
年
一
日
入
学

　

新
小
学
１
年
生
の
一
日
入
学
が

２
月
６
日

（火）
に
館
小
で
、
翌
７
日

（水）
に
厚
小
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
か
る
た
で
遊
ぼ
う
・
カ
ー
リ
ン
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
28
日

（日）
、
赤
沼
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
か
る
た
で
遊
ぼ

う
・
カ
ー
リ
ン
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
人
子
ど
も

合
わ
せ
て
約
50
名
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
遊
び
を
通
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

か
る
た
体
験
で
は
子
ど
も
達
が

困
っ
て
い
る
と
す
か
さ
ず
周
り
の

大
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
飛
び
出

し
、
初
め
て
の
子
ど
も
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
体
育
館
を
会
場
に

か
る
た
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

中
止
が
続
き
、
経
験
者
・
参
加
希
望

者
が
大
き
く
減
少
し
開
催
が
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
か
る
た
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
、
大
会
の
再

開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
リ
ン
コ
ン
は
樹
脂
製
の
デ

ィ
ス
ク
を
ポ
イ
ン
ト
に
向
け
て
投

げ
合
い
、
ど
れ
だ
け
近
づ
け
る
か

を
競
う
遊
び
で
す
。
デ
ィ
ス
ク
が

床
を
滑
る
よ
う
に
動
く
こ
と
か

ら
、
床
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　

当
日
は
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
自
分
の
デ
ィ
ス
ク
を

相
手
の
デ
ィ
ス
ク
に
当
て
て
ポ
イ

ン
ト
か
ら
遠
ざ
け
る
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
や
、
あ
わ
や
大
負
け
…
…
と

い
う
展
開
で
ポ
イ
ン
ト
そ
の
も
の

を
場
外
に
弾
き
飛
ば
し
て
引
き
分

け
に
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
一
発
逆

転
の
奇
策
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
か
ら
２
月
９
日（
土

日
を
除
く
）の
10
日
間
、厚
沢
部
町

小
学
生
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
太
鼓
山
ス

キ
ー
場
の
積
雪
不
足
に
よ
り
、
１

週
間
延
期
し
て
の
開
講
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
学
校
１
～
６
年
生
計
34
名
の

参
加
者
は
、
２
つ
の
日
程
に
分
か

れ
各
５
日
間
、
ス
キ
ー
連
盟
公
認

指
導
員
を
含
む
厚
沢
部
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
か
ら
の
指
導
の
も
と
、

自
身
の
ス
キ
ー
技
術
向
上
の
た
め

一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
５
日
間
の

上
達
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

お
す
す
め
新
着
図
書

　

見
た
目
か
わ
い
い
和
菓
子

に
は
季
節
の
彩
り
を
表
現
し

た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
月
刊
「
た
く
さ
ん
の
ふ

し
ぎ
」
傑
作
集
。

　

い
ち
ご
を
使
っ
て
、
洋
菓

子
か
ら
和
菓
子
ま
で
作
れ
る

い
ち
ご
オ
ン
リ
ー
な
レ
シ
ピ

集
。
か
わ
い
ら
し
い
い
ち
ご

と
赤
色
が
鮮
や
か
な
一
冊
。

「和菓子のほん」
〔若山曜子　著〕

「いちごのお菓子づくり」
〔今井ようこ・藤沢かえで　著〕

　

今
月
は
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り

に
ち
な
ん
で
、
か
わ
い
い
お
菓
子

を
テ
ー
マ
に
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

初
日
、
Ｔ
バ
ー
式
の
リ
フ
ト
の

乗
り
降
り
に
苦
労
し
て
い
た
児
童

も
、
３
日
目
を
過
ぎ
る
頃
に
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
み
楽
々
と
リ
フ

ト
で
斜
面
を
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。
当
初
見
か
け
た
と
き
に
は
、

ハ
の
字
で
タ
ー
ン
を
し
て
い
た
児

童
も
、
い
つ
の
間
に
か
ス
キ
ー
板

を
平
行
に
さ
せ
な
が
ら
滑
っ
て
い

ま
し
た
。

　

積
雪
が
少
な
く
、
ゲ
レ
ン
デ
の

状
態
は
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
講
師
の
方
々
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ゲ
レ
ン
デ

整
備
に
努
め
、
無
事
全
日
程
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
校
ス
キ
ー
授
業

　

１
〜
２
月
は
各
学
校
で
ス
キ
ー

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厚沢部小スキー授業

鶉小・館小スキー授業

鶉
小
・
館
小
交
流
学
習

中
学
入
学
説
明
会
・

小
６
登
校
日

　

２
月
１
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校

で
入
学
説
明
会
と
小
学
６
年
生
登

校
日
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
中
学
校
は
毎
年
、
高
齢

者
住
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１年生鶉地区除雪ボランティア

２年生館地区除雪ボランティア

　

今
年
は
１
月
29
日

（月）
に
１
年
生

が
鶉
地
区
、
２
月
５
日

（月）
に
２
年

生
が
館
地
区
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

厚小新１年１日入学

館小新１年１日入学

アンケートにご協力ください

　厚沢部町ホームページで義務
教育学校開設についてのアン
ケートを実施しています。住民
の皆様の声をお聞かせください。

　教育委員会のページをご覧く
ださい。

厚沢部町　教育

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ス
キ
ー
場
で
小
学
生
ス
キ

ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
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－教育委員会だより　号外－－教育委員会だより　号外－

〇男子は「上体起こし」が全国平均
よりかなり低く、その他は全国平均
並か全国平均以上でした。これは運
動習慣があるために体の使い方は上
手いものの、腹筋や背筋等の筋力が
弱いためであると考えられます。
〇女子は「立幅跳び」が全国平均よ
りかなり低く、その他は全国平均並
か全国平均以上でした。これは跳躍
時の体の全体の使い方に慣れていな
いものと考えられます。
〇主体的・対話的で深い学びの実現
を目指し、「仲間と協力して課題を解
決すること」を重点として保健体育
の授業を行ったことにより、スポー
ツに対する苦手意識が軽減し、スポー
ツを楽しむ気持ちが醸成されている
と考えられます。

厚沢部町の体力向上策
◎体育科授業の充実
小学校体育専科（エキスパート教員）や中学校体育科（スペシャリスト教員）が中心となり、体育の授業
の質を高め、基本的な体力作りに加えて柔軟性やバランス、協調性の向上を目指します。

◎部活動地域移行の推進とスポーツに親しむ取組の推進
中学校の部活動では、専門の講師を招き、様々なスポーツの基礎となる体幹トレーニングを実施しま
す。また、小学生を対象としたスイミングスクールやスキースクールを開校し、スポーツに親しめる
取組を推進します。

◎健康教育の推進
食と睡眠、運動の重要性に関する教育を行い、健康的な生活習慣を促進します。

 結果から考えられる要因分析

　昨年４月から７月に「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」が行われました。厚沢部町教委では、児
童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を行い、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を身に付けられ
るよう学校、家庭、地域との連携をより一層深め、体力向上の取組を推進して参ります。

全国体力・運動能力、運動習慣等
調査の結果について

 令和５年度
実施児童生徒

町内小学校５年生

町内中学校２年生

調査目的　児童・生徒の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等を把握・分析することにより、施策
の成果と課題を検証して教育活動の充実や学習状況を改善をすることが目的です。本調査の結果は、
児童生徒の体力・運動能力の特定の一部分、教育活動の一側面であることをご理解ください。

小学校　実技調査結果

小学校　児童質問紙調査結果

〇男子は「上体起こし」「50ｍ走」「立
幅跳び」が全国平均より低く、その
他は全国平均並か全国平均以上でし
た。これは持久力はあるものの、瞬
発力が不足していることが原因と考
えられます。
〇女子は全ての項目で全国平均並か
全国平均以上でした。地元のスポー
ツ活動に参加している割合が100%で
あることが基礎体力を支えているも
のと考えられます。
〇体育の授業や地域のスポーツ活動
を通して、「運動やスポーツをするこ
とが好き」と回答した割合が高く、
スポーツに対する苦手意識が軽減し、
スポーツを楽しむ気持ちが醸成され
ていると考えられます。

Ｑ「運動やスポーツをすることは好きですか。」

【男子】

 結果から考えられる要因分析

中学校　生徒質問紙調査結果
Ｑ「保健体育の授業で、友達と助け合ったり、教えあった
りすることで『できたり、わかったり』することがありま
すか。」

【男子】 【女子】

【女子】

中学校　実技調査結果

【男子】 【女子】

【男子】

【女子】
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法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
に

着
任
し
た
の
は
２
年
前
の
１
月
１

日
で
し
た
。
檜
山
地
域
の
ホ
ワ
イ

ト
ア
ウ
ト
や
強
風
の
洗
礼
を
受

け
、
楽
し
み
で
は
あ
り
な
が
ら
も

少
し
不
安
を
有
し
て
の
着
任
。
し

か
し
、
そ
ん
な
不
安
も
す
ぐ
に
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
檜
山
の
人
た
ち

は
会
う
人
会
う
人
、
気
の
い
い
ひ

と
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
ど
こ
で

何
を
食
べ
て
も
ご
飯
が
美
味
し

い
。
こ
の
２
年
の
間
に
、
す
っ
か

り
愛
着
が
湧
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
２
年
間
、
多
く
の

相
談
や
事
件
を
受
け
る
中
で
、
対

立
当
事
者
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な

意
見
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

多
く
は
、
し
っ
か
り
話
を
聞
け
ば

ど
れ
も
「
そ
の
立
場
に
立
て
ば
も

っ
と
も
」と
い
え
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
国
の
ル
ー
ル
が
、「
揉
め
た

ら
法
律
で
解
決
」で
あ
る
以
上
、法

律
で
導
か
れ
る
結
論
に
悔
し
い
思

い
を
す
る
方
も
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
法
律
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
結

論
は
何
ら
か
の
善
悪
を
決
め
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
お
伝

え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
１
月
１
日
、
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
発
災
時
、
私
は
地
元
の
石

川
県
金
沢
市
に
お
り
、
色
々
な
も

の
が
棚
か
ら
降
っ
て
く
る
と
い
う

経
験
を
し
ま
し
た
。
金
沢
の
被
害

は
大
き
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
地

元
が
震
災
被
害
に
遭
う
と
い
う
こ

と
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
檜
山
に
戻
っ
て

き
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
檜
山

の
方
々
が
能
登
へ
復
興
支
援
に
行

っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
ま

た
、
至
る
と
こ
ろ
で
募
金
箱
と
、

そ
こ
に
た
く
さ
ん
入
っ
た
義
援
金

を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
改

め
て
、
檜
山
の
人
の
温
か
さ
を
感

じ
た
も
の
で
す
。
僭
越
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
石
川
を
地
元
に
持
つ

者
の
一
人
と
し
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

檜
山
で
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
公
私
で

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

退
任
の
ご
挨
拶

vol.143
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
、
茨
城
県
の
下

妻
よ
り
樋
口
直
久
（
ひ
ぐ
ち
な
お

ひ
さ
）弁
護
士
が
着
任
し
ま
す
。今

後
と
も
法
テ
ラ
ス
江
差
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

 

弁
護
士　

松
田　

明
子
】

　

２
月
10
日

（土）
に
開
催
さ
れ
た
冬

の
道
の
駅
ま
つ
り
内
で
、
小
学
校

高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
企
画
し

た
来
場
者
参
加
型
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
の
園
児

た
ち
に
が
製
作
し
た
と
う
ろ
う
を

中
心
に
、
自
由
に
雪
へ
お
絵
か
き

す
る
「
あ
っ
さ
ぶ
の
バ
ン
ク
シ

ー
」
や
、
「
厚
沢
部
の
食
の
い
い

と
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ン

冬
の
道
の
駅
ま
つ
り
に
む
け
て
ブ
ー
ス
づ
く
り
に
挑
戦
！

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
放
映
す
る
シ
ア

タ
ー
、
今
年
の
運
勢
を
試
す
お
み

く
じ
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
は

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
よ
り
充
実

し
た
活
動
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 
宮
脇　

い
ず
み
】

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
っ

て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、
万
が
一
、
病
気

や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
学
生
納
付

特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害

年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ

ま
す
。
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
必
ず
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ

う
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の

う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
（
承
認
を
受
け
て
か

ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加

算
額
が
加
わ
り
ま
す
）
。

　

対
象
と
な
る
の
は
大
学
院
や
大

学
、
短
期
大
学
、
高
校
、
専
修
学

校
な
ど
の
ほ
か
各
種
学
校
（
１
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

ま
た
、
夜
間
や
定
時
制
、
通
信
制

課
程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
役
場
の
国
民
年
金
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の

際
に
は
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
と
学
生
証

（
裏
面
に
有
効
期
限
等
の
記
載
が

あ
る
場
合
は
裏
面
も
含
む
）
の
写

し
、
ま
た
は
在
学
期
間
が
わ
か
る

在
学
証
明
書
の
原
本
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
は
申
請
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

　

Ｇ

Ａ

Ｐ（

ギ

ャ

ッ

プ

）
と

は
、
「G

o
o
d
 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l 

Practice

」
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
、
直
訳
す
る
と
「
良
い
農

業
の
や
り
方
」
と
い
う
意
味
に
な

り
、「
農
産
物
を
作
る
際
に
適
正
な

手
順
や
モ
ノ
の
管
理
を
行
い
、
食

品
安
全
や
労
働
安
全
、
環
境
保
全

等
を
確
保
す
る
取
組（
農
業
生
産

工
程
管
理
）」
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

生
産
管
理
や
効
率
性
の
向
上
、
食

品
安
全
、環
境
保
全
、作
業
者
の
経

営
意
識
の
向
上
や
農
作
業
事
故
の

回
避
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
り
、

自
身
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
産
地

の
保
護
や
、
地
域
の
環
境
保
存
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
に
は
、
①
自
ら

実
施
す
る
事
と
、
②
客
観
的
に
第

三
者
に
証
明
し
て
も
ら
う
「
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
と
る
」の
二
つ
が
あ
り
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
、
信
頼
で
き
る
農

場
の
目
印
と
も
言
え
ま
す
。
農
林

水
産
省
な
ど
で
は
、
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
取
組
み（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
と
関
連
付
け
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入

を
推
進
し
て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
食
堂
で
使
う
食

材
に
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
条
件
と
さ

れ
た
ほ
か
、
来
年
開
催
の
大
阪
万

博
に
お
い
て
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
に
は
あ
る
程
度
費

用
や
手
間
が
か
か
る
た
め
、「
Ｇ
Ａ

Ｐ
導
入
イ
コ
ー
ル
儲
か
る
」
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
農
産
物
の
お
い

し
さ
、
品
質
、
安
全
安
心
、
作
業

者
の
安
全
、
環
境
保
全
な
ど
、
数

値
に
は
で
き
な
い
大
事
な
も
の
が

あ
り
、
長
い
目
で
見
る
と
、
そ
の

意
識
し
た
取
組
が
、
持
続
的
な
農

業
生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
持
続
可
能
な

農
業
が
話
題
に
な
り
、
化
学
肥
料

や
農
薬
な
ど
の
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
導

入
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】

当

路

地

区

で

懇

談

会

を

開

催

　

２
月
４
日

（日）
、
当
路
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
当
路
町
内
会
（
齋
藤

克
也
会
長
）
主
催
の
佐
藤
町
長
と

の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
23
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
齋
藤
会
長
は
「
敬

老
会
等
町
長
と
の
交
流
の
機
会
が

減
っ
て
い
く
中
で
こ
う
し
た
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が

た
い
」
と
冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
農
業
に
関
す
る
こ
と

や
国
保
病
院
・
介
護
施
設
の
今
後

の
運
営
な
ど
、
町
に
対
す
る
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 　

あ
っ
さ
ぶ
珍
広
報
・
続

～
厚
沢
部
で
バ
ナ
ナ
！
～

　

以
前
紹
介
し
た
新
町
の
髙
橋
満

繁
さ
ん
宅
の
バ
ナ
ナ
が
黄
色
に
色

づ
き
、
収
穫
し
た
と
の
連
絡
が
あ

り
、
再
び
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
本
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
と
て
も
甘
く
美
味

し
い
バ
ナ
ナ
で
し
た
。
貴
重
な
バ

ナ
ナ
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

珍
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今月は、保健師　笹森　志穂　です

日本脳炎ワクチンの
接種について

ごめんください
　　保健師です！ 398

☆お問い合わせ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

　日本脳炎ワクチンが平成28年４月１日から定期接種となりました。厚沢部町では、年齢を区切った

接種ではなく、20歳未満の全ての方が接種できます。（７歳６ヶ月から９歳の定期接種の対象外を除

く）

　次の接種時期や接種方法を参考に、未接種の方は接種してください。

 ■接種時期
　１期３回と２期１回の計４回の接種となります。１期３回目の接種後、５年あけて２期を接種

するのが理想となっていますので、時期が来たら接種をお願いします。

 ■標準的な接種対象者・接種方法
★標準的な接種期間は

 ≪注意事項≫
＊これまでに日本脳炎ワクチンを接種したことのある方は、残りの接種回数など、接種を行う医

　師に相談してください。

＊厚沢部町が委託する医療機関で接種した場合、無料で接種できます。

　委託医療機関については、年度初めに配布しました「令和５年度 予防接種実施医療機関」をご

覧ください。（その他の病院で接種される場合は、一度病院で接種料金をお支払いいただく必要が

あります。後日保健センターに来所していただき、返還の手続きをお願いします。）

＊厚沢部町国民健康保険病院では接種できません。

＊ 道立江差病院では木曜日のみ接種可能です。その他の曜日では接種できません。また、道立江

差病院では１期２回目と１期３回目の間は１年開けなければ接種できません。６ヶ月の間隔で

接種したい方は、道立江差病院以外での接種をお勧めします。（道立江差病院での接種を希望す

る場合は、希望する月の前の月（例えば、６月に受けたいときは５月）の20日までに、保健師（健

康増進係）へ申し込み下さい）。

不明な点などありましたら、お問い合わせ先までご連絡ください。

１期：３歳で２回　　４歳で１回

２期：９歳で１回

ただし、この他の年齢でも接種可能です。

☆７歳６カ月～９歳未満は、定期接種の対象外です。（自己負担で接種可能）

１期１回目 １期２回目 １期３回目 ２期

　　　

６日　以上 ６か月　以上 ６日　以上

（標準的には６～28日）　　（標準的にはおおむね１年）　 （おおむね５年の間隔をあけることが望ましい）

食生活
改　善
協議会

（６食分）

今月の簡単レシピ

調味料１本で！
厚沢部まいたけの
炊込みご飯

　地域おこし協力隊 中村和恵さん考案の調

味料１本でできる簡単な炊込みご飯です。

まいたけの香りや食感が活かされ、鶏肉等

加えるとよりうまみもアップします。

　保育園留学家族が利用する地元食体験で

は大人気のメニューです！

食改からのコ
メント

【材料】 【数量】 【作り方】

米 3合 ①米を研いでぬるま湯に15分浸水
　させる。ひじきは水で戻してお
　き、人参はせん切りにする。ま
　いたけは細かく割いておく。ご
　ぼうはささがきにし水に浸す。
②熱したフライパンに油を敷き、
　人参・まいたけ・ごぼうがしん
　なりするまで炒める。ひじきも
　加えすき焼きのたれで味を調え、
　バットなどに入れ粗熱をとる。
③米の水を冷水で2～3回入れ替え
　する。炊飯器に移し、米すれす
　れまで水を入れすき焼きのたれ
　と塩を加える。エコ米や銀シャ
　リ水少なめの目盛りまで水を足
　し、②をのせて急速炊飯する。
④炊きあがったら良くかき混ぜる。

・すき焼きのたれ 大さじ４

・塩 少々

まいたけ 1株

ごぼう １/２本

人参 1/2本

ひじき 大さじ1

・サラダ油 大さじ２

・すき焼きのたれ 大さじ３

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

■お問い合わせ先
厚沢部風力開発株式会社
住所：〒100-6015　東京都千代田区霞が関３丁目２番５号　霞が関ビルディング15階
担当：長谷川　（土・日・祝日を除く、９時30分から17時30分まで）　電話：03-3519-7481

【縦覧について】

■事業名称：（仮称）厚沢部風力発電事業

■対象事業実施区域：北海道檜山郡厚沢部町

■縦覧場所：厚沢部町役場１階

■インターネットによる公表

　https://data.jwd.co.jp/info/assabu/

■縦覧期間：令和６年４月１日（月）まで

■意見書受付期間：令和６年４月15日（月）まで

※ 環境影響評価方法書について、環境の保全の見

地からのご意見をお持ちの方は、書面に住所・

「（仮称）厚沢部風力発電事業　環境影響評価方法書」の
縦覧及び住民説明会のお知らせ

　厚沢部風力開発株式会社が計画する「（仮称）厚沢部風力発電事業」について、環境影響評価の調査、

予測及び評価の手法をとりまとめた「環境影響評価方法書」を以下のとおり縦覧するとともに、住民説

明会を開催いたします。

氏名・意見（意見の理由を含む）をご記入のうえ、

意見書受付期間終了日までに、縦覧場所に備え

付けの意見書箱にご投函いただくか、下記のお

問い合わせ先へご郵送ください（当日消印有効）。

■縦覧・意見書受付時間：土日祝日を除く開庁時

【住民説明会について（開催日時、会場）】

・３月12日（火）18時から　町民交流センター

・３月13日（水）18時から　鶉地区研修センター

・３月14日（木）18時から　館地域振興センター

旧
優
生
保
護
法

一
時
金
に
つ
い
て

▼ ▼ ▼
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★自衛官候補生採用案内について★
自衛官候補生（男女）について随時受付を行っています。参加資格は18歳以上33歳未満の方。

３月の試験期日は３日（日）～４日（月）です。
●お問い合わせ先　自衛隊江差地域事務所　電話：52-2476

３
＆

行
事

４
知
お

ら
せ

＆

　
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

３
月
の
休
日
当
番
医

　 ３月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
（祝祭日は休診）

眼 科
５日（火）・６日（水）
26 日（火）・27 日（水）

※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…  ８時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は９時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

発 熱 外 来
（完全予約制）

午後　月～金曜日
（午前8時45分～午後1時、電話受付）

※熱や咳などの症状のある方は来院前に
　必ずお電話ください。

整 形 外 科
（完全予約制）

午前　月・火・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　12.26日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　13.14.27日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　1.15.29日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　15日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・木曜日

産 婦 人 科 午前　18.19.25.26日　午後　18.25日

耳鼻咽喉科
午前　5.6.13.14.19.27.28日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　13.27日

眼 科
午前　14.28日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　6.13.27日

皮 膚 科 午前　火曜日

　
～新任医師紹介～～新任医師紹介～

当 番 医 病　院　名（電話番号）

3月3日（日） 道立江差病院（52-0036）

10日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

17日（日） 道立江差病院（52-0036）

20日（水）
厚沢部町国保病院（64-3036）

【あっさぶ調剤薬局（64-3041）】

24日（日） 佐々木病院（52-1070）

31日（日） 上ノ国診療所（55-2017）

総合診療内科　

　石谷 　巧　医師

　（いしや　たくみ）

前任地：函館稜北病院
趣味：水泳、筋トレ、料理
専門及び関心ある領域：総合診療　
腎臓病予防　腹膜透析
趣味；アイスホッケー、釣り
特技：アイスホッケー
患者さんへ一言：総合診療科とし
て幅広い疾患への対応はもちろんのこと、皆さんが社会
の中でより良く生活できるように一緒に考えていきたい
と思います。かかっている病気のことだけではなく、日
常の中で不安なことや悩みがあればぜひご相談下さい。
よろしくお願いいたします。

★★★　発熱外来について　★★★

　熱やせき、のどの痛みなどかぜ症状がある方は来院前
に必ずお電話ください。（受付時間：8：45 ～ 13：00）
　感染症検査については、まん延時、医療体制の維持を
目的として重症化リスクの高い患者様に限定した検査体
制となることがありますのでご了承願います。

 ●お問い合わせ先　函館バス株式会社　江差営業所　（０１３９） ５２－００２５

６１０系統 函館江差線改正及び富里・稲見・小黒部線 廃止のお知らせ
　函館バスで運行している「函館・江差線」につきまして、令和６年４月１日より、一部の便を日祝運
休とさせていただきます。また、令和６年３月31日をもって富里・稲見・小黒部方面への運行も終了い
たします。今回の改正は、利用者数の減少や燃料価格の上昇などによる経費増加、全国的に懸念されて
いる運転手不足などを考慮し、運行体制を見直すために実施いたします。お客様には大変ご不便をおか
けすることになりますが、何卒ご理解いただけますようお願い申し上げます。なお、富里・稲見・小黒
部方面で、新たに運行を開始する江差高校通学向け乗合バスについては「マルジュウ高田」（TEL：0139-
67-2922）にお問い合わせください。

 ●お問い合わせ先　渡島総合振興局地域政策課　☎０１３８－４７－９４３１

バス運転手合同就職相談会のお知らせ
　道南地域公共交通活性化協議会では、バス運転手の業務に興味・関心のある方や就職・転職を検討さ

れている方を対象に、函館地区バス協会と共催で就職相談会を開催します。当日は、バス会社８社が個

別ブースを設け、採用条件や育成制度など各種相談を受け付けます。未経験の方や大型二種免許未取得

の方もお気軽にご相談ください。（相談無料・予約優先）

●日時/ ３月17日（日）　９時～15時

●場所/渡島総合振興局３階講堂

●予約方法/ ３月13日（水）までに渡島総合振興局ホームページの参加申込みフォーム又は電話により

　お申込みください。

※詳しくは、渡島総合振興局ＨＰ（下記２次元バーコード）をご覧ください。

－３月＆４月の行事＆お知らせ－
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★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
３月２日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎0139-53-6301）】

令
和
６
年
度
各
種
自
衛
官
採
用
募
集
に
つ
い
て

募集項目 資　格 受付期間 第１次試験日

自衛官候補生

（陸・海・空）
18歳～32歳の者

年間を通じて実施。
（希望の試験日（１日）を指定）

一般曹候補生

（陸・海・空）

３月１日（金）～

５月７日（火）

５月17日（金）～26日（日）

（いずれか１日）

航空学生

（海・空）

海：18歳～22歳の者

空：18歳～20歳の者

７月１日（月）～

９月５日（木）
９月16日（月）

防衛大学校

18歳～20歳

７月１日（月）～

10月17日（木）
11月２日（土）

防衛医科

大学校学生

医学科
７月１日（月）～

10月９日（水）
10月19日（土）

看護学科
７月１日（月）～

10月２日（水）
10月12日（土）

　

自
衛
隊
で
は
、
次
表
の
通
り
、
自
衛
官
等
の
採
用
試
験
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※詳細については、自衛隊江差地域事務所（☎ 52-2476）へお問い合わせください。
※インターネットを使用した応募もできます。（「自衛官インターネット応募サイト」を検索）

－３月＆４月の行事＆お知らせ－

財
務
専
門
官
採
用
試
験
に
つ
い

て

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
や
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門

官
を
募
集
し
ま
す
。

☆
財
務
専
門
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格　

　

 

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）
４
月

２
日
か
ら
２
０
０
３
年（
平
成

15
年
）４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

２
月
22
日

（木）
～
３
月
25
日

（月）

◆
申
込
先　

　

h
ttp

:
//w

w
w.j

i
nji

-

　

s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係　

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

講習会名 日時 学科会場 受講料 申込期間

玉掛業務従事者安全衛生教育
（再教育）

４月15日（月）

檜山建設
会館

10,670
円

３月15日（金）
～３月29日（金）車両系建設機械（整地・運搬・積

込み用及び掘削用）運転業務従
事者安全衛生教育（再教育）

４月16日（火）
10,450

円

足場作業特別教育 ４月19日（金）
8,800

円
３月22日（金）

～４月５日（金）

講
習
会
受
講
者
を
募
集

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有
資

格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、
次
の

通
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

建
災
防
江
差
分
会

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
１
８
１
３

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
に

つ
い
て

☆
財
務
専
門
官
採
用
試
験

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
限

　

令
和
６
年
３
月
25
日

（月）

◆
受
験
資
格　

（１）
１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）４
月

２
日
か
ら
２
０
０
３
年（
平
成

15
年
）４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

（２）
２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に

掲
げ
る
も
の

① 

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒

業
し
た
者
及
び
２
０
２
５
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
が
あ
る
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

北
海
道
労
働
局
総
務
部
人
事
第
一
係　

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

北
海
道
職
員
採
用
試
験
「
普
及

職
員
（
農
業
）
」
の
受
験
者
募
集

　

北
海
道
庁
で
は
試
験
研
究
機
関

や
農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農

業
の
生
産
性
向
上
、
農
業
経
営
や

農
村
生
活
の
改
善
な
ど
に
関
す
る

技
術
や
知
識
を
農
業
者
に
普
及
指

導
す
る
普
及
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

地
域
の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動

な
ど
を
通
じ
、
普
及
職
員
に
興
味

が
あ
り
ま
し
ら
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
願
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
政
部
生
産
振
興
局
技
術
普
及

　

課
普
及
推
進
係　

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
３
７
９

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
次
に
該
当
す
る
場
合
は
運
輸
支

局
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

□
住
所
が
変
わ
っ
た

□
自
動
車
を
売
買
し
た

□
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

　

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
３
月
中
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
…

　

札
幌
道
税
事
務
所
に
連
絡
す
る

か
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
所
変

更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
０

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
！

　

令
和
５
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
15
日

（金）
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
確
定
申
告
書
の

提
出
期
限
は
４
月
１
日

（月）
ま
で
で

す
。（
納
付
期
限
は
そ
れ
ぞ
れ
の

提
出
期
限
と
同
じ
で
す
。）

　

確
定
申
告
会
場
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、

確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、
是
非

ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
申
告
書
を
作
成
し
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）等
で
提
出
す

令
和
５
年
分
確
定
申
告
書
等
に

つ
い
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
パ
ソ
コ

ン
等
で
の
申
請
が
難
し
い
方
は
役

場
で
確
定
申
告
が
行
え
ま
す
の
で

住
民
税
務
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
）

　

特
に
、
税
務
署
で
は
、
来
署
せ

ず
に
、
自
宅
等
か
ら
申
告
手
続
き

が
完
了
す
る
、
簡
単
便
利
な
「
ス

マ
ホ
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
５
年
分
の
申
告
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
日

は
４
月
23
日

（火）
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
振
替
日
は
４
月
30
日

（火）
と
な

り
ま
す
。
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

江
差
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
０
０
７
８

令和６年２月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,067 962 1,061 2,023（－８）

鶉地区 310 289 294 583（－３）

館地区 431 373 416 789（＋１）

全 町 1,808 1,624 1,771 3,395（－10）

※外国人住民を含む

町の人口

（２月20日届出分まで）

今月の寄附件数 53件

今月の寄附金額 391千円
令和５年度

寄附件数累計 935件
令和５年度

寄附金額合計 15,464千円

前年度寄附金額 22,991千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（２月21日届出分まで）

戸籍の窓

連続１１４ 日０
令和６年２月23日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

中　館　西村　志郎さん（66歳）01/24

新　町　栁谷　節子さん（78歳）01/31

富　栄　高田キヨヱさん（93歳）02/01

赤沼町　齋藤　勝雄さん（96歳）02/01

館　町　伊勢谷伸子さん（88歳）02/01

新　町　工藤　章夫さん（87歳）02/04

新　町　菅野　幸治さん（95歳）02/06

鶉　町　谷山夛三郎さん（97歳）02/09

当　路　伊勢谷トミ子さん（88歳）02/16

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　
新
町
・
栁
谷
徹
也
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

　

木
間
内
・
斉
藤
睦
男
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

　

木
間
内
・
高
田
昌
一
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

新
町
・
伊
勢
谷
純
一
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

★
東
京
都
港
区
芝
４
丁
目
３-

７

　

エ
ム
ジ
ー
田
町
ビ
ル
３
Ｆ

　

Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

平
井
孝
博

－３月＆４月の行事＆お知らせ－

◎
ま
な
び
っ
く

☆
３
月
７
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
３
月
21
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
講
習

いつまでもおしあわせに！

髙　野　政　人　さん　富　栄
渋　田　史　絵　さん　富　栄　

★
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
30-

15

　

ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ

　

株
式
会
社
Ｄ
Ｅ

　

代
表
取
締
役

　

牧
野
圭
太
/
柴
田
賢
蔵
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あとがき
▼
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

発
生
か
ら
２
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
厚
沢
部
町
と
し
て
は
災
害
支

援
と
し
て
、
職
員
の
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
上
旬
に

は
義
援
金
と
し
て
１
０
０
万
円

を
送
り
ま
し
た
。
▼
私
も
災
害
派

遣
で
２
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で

の
６
日
間
、
石
川
県
珠
洲
市
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
金
沢
市
か
ら
珠

洲
市
へ
向
か
う
に
つ
れ
て
ど
ん

ど
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
道
路
、

崩
れ
て
い
る
建
物
が
増
え
、
被
害

の
深
刻
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
▼
現
地
で
は
避
難

所
巡
回
の
仕
事
を
手
伝
い
、
被
災

者
の
方
か
ら
避
難
所
生
活
で
の

困
り
ご
と
や
要
望
な
ど
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
避

難
所
ま
で
向
か
う
道
で
は
、
山
道

の
と
こ
ろ
も
あ
り
土
砂
崩
れ
な

ど
で
片
側
通
行
し
か
で
き
な
い

所
も
多
く
、
向
か
う
だ
け
で
も
苦

労
し
ま
し
た
。
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
被
災
に
加
え
避
難
生
活

が
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、

肉
体
的
・
精
神
的
に
か
な
り
疲
労

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
大
変
な
状

況
の
中
で
も
私
た
ち
に
感
謝
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
な
ど
気

丈
に
接
し
て
く
れ
る
姿
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
▼
現
地
に
い

る
間
は
体
育
館
で
生
活
し
、
ト
イ

レ
や
水
な
ど
は
使
え
な
い
状
況

で
し
た
。
こ
の
状
況
が
約
１
カ
月

半
も
続
い
て
い
る
と
思
う
と
被

災
者
の
方
々
の
負
担
も
非
常
に

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後

も
自
分
が
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
▼
派
遣
が
終
了
し
、
町

に
戻
り
、
ト
イ
レ
や
水
が
普
通
に

使
え
る
、
温
か
い
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
る
な
ど
何
気
な
い
日
常
の
あ

り
が
た
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今

回
の
経
験
で
得
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
を
今
後
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
え
び
）

　

冬
の
道
駅
ま
つ
り
は
素
敵
な
過

疎
づ
く
り
株
式
会
社
が
主
催
と
な

り
、
厚
沢
部
商
工
会
青
年
部（
加

向
喜
行
部
長
）
の
積
極
的
な
協
力

の
も
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
場
者
に
イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
新
た
な

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
初

の
「
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
」
を
子
ど

も
の
部
と
大
人
の
部
に
分
け
開

催
。

　

加
向
部
長
は
始
め
る
前
、「
み

ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
る
か
な
」
と

不
安
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
も
大
人
も
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
寒
さ
を
忘
れ

る
ぐ
ら
い
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
中
で
は
○
×
ク
イ
ズ

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
以

外
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後

は
約
千
発
の
花
火
が
厚
沢
部
の
夜

空
を
彩
り
、「
冬
の
道
駅
ま
つ
り
」

は
大
盛
況
の
も
と
終
了
し
ま
し

た
。

冬の恒例イベント！冬の恒例イベント！

第５回『冬の道駅まつり』第５回『冬の道駅まつり』

　
２
月
10
日

（土）
、
第
５
回
『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』
が
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
恒
例

の
特
設
滑
り
台
で
は
子
ど
も
達
が
何
度
も
歓
声
を
上
げ
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
笑
顔
と
元
気
な
声
の
横
で
大
人
た
ち
は
お
酒
と
お
肉
を
堪
能
。

氷
点
下
の
会
場
は
た
く
さ
ん
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲冬の花火を楽しむ来場者

▲家族ぐるみでＢＢＱを楽しむ来場者 ▲初めて行われた椅子取りゲーム

時
と

間
き

刻 む
を


